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摂南大学経済学部活動記録（2012 年 1 月～ 2012 年 12 月） 
   
① 2012 年度第 1回観光経済研究会 











[2] こうした特徴をもった観光大国アメリカが誕生した時期は、意外と遅く 1980 年代後半
とする。円高・マルク高・ポンド高、ドル安により日本やヨーロッパをはじめする世界中
の人々がアメリカを訪れ、莫大なお金を使ったことによる。 









② 2012 年度第 1回地域経済研究会 








第１回地域経済研究会 報告者 浅野英一 
１．はじめに 




















































心的メンバー10 名の人間的成長度を「社会人基礎力（3 つの能力、12 の能力要素）」とし

































③ 2012 年度第１回地域経済・観光経済合同研究会 
 2012 年 12 月 7 日に 1 号館 7 階経済学部会議室にて 2012 年度第 1 回地域経済・観光経
済合同研究会を開催した。 





第１回地域経済・観光経済合同研究会 報告者 中村尚弘 
 本発表では、2002 年度から 2004 年度まで北海道平取町立二風谷アイヌ文化博物館で行
われたアイヌ文化振興プロジェクトの一つである「アイヌ文化クラスター事業」を、博物
館を基盤にした地域発展とも関わらせながら議論した。二風谷は、萱野茂によるアイヌ文
化復興・振興によりその名を広く知られるようになったが、近年では、地域アイヌ文化の
若年層への浸透が課題となってきた。「アイヌ文化クラスター事業」は、若年層へアイヌ文
化を継承させていくために、厚生労働省の緊急地域雇用創出特別交付金事業を利用して、
二風谷アイヌ文化博物館が企画したものである。この事業では、アイヌ文化や伝統技術を
学ぶために３ヵ年にわたり地域住民が雇用され、最終年度である 2004 年度にはアイヌの
神送りの儀式であるイオマンテの復興が目指された。結果的にはイオマンテ復興は果たせ
ず、クラスター事業の総括はアイヌの歌や踊り、逸話などを含んだ舞台劇として公演され
たが、その過程では、博物館の資料がふんだんに利用され、若年層は地域アイヌ文化を集
中して学ぶ機会をもち、差別経験をのりこえてアイヌとして生きることに自身をもつもの
も現れた。アイヌ文化継承の基盤をつくる一端となったという観点からは、「クラスター事
業」は博物館を核とする地域発展の一事例として評価できる。国がアイヌ民族政策を展開
する中、「国営イオル公園」設置計画や、平取ダム建設にともなう沙流川地域環境保全対策
事業など、平取町では国からアイヌ文化振興に予算が出て文化振興事業への雇用も確保さ
れる構造は継続している。しかし、地域が国の予算に頼らずにアイヌ文化継承を可能にで
きるのか、また、雇用状況の厳しい地域において住民が雇用なしに自分たちの文化に関心
を持ち続け、文化振興事業を展開していかれるかどうかはまだ不透明な部分が多く、今後
の課題である。 
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